














































































































































































































































































































































































































べや親のない雀」（Come with me, / Let’s play together, sparrow / 

























































































































































































































































































































































































　　②When he looks at me
　　　What a sour of face he makes,







































6．Hey! don’t swat him!
　The ﬂ y rubs his hands, rubs his feet






















































































































































































































































































































































　　Old pond─frogs jumped in─sound of water. （L. Hearn）
　　Ｏld pond!─the noise of the jumping frog. （S. Masaoka）




































































































































































1 ．A little tipsy
　I’m unsteady on my feet



























































5 ．Falling cherry blossoms














































































































12．The grasses of the garden,―
　They fall down,











































































































































































































































































































































感覚と感性によって「物のあはれ」（the pity of things）を知ることが文
学の本質と考えた。本居は、『源氏物語』の作者・紫式部の創作目的を、蓮
の花を咲かせるために泥水を集めることに例えている。「物語に不義なる
恋を書けるも、その濁れる泥をめでてにはあらず、物のあはれの花をさか
せんかてぞかし。」といっている。
　また日本人の情感に訴えかけるもののひとつに、秋の野山を彩る山野草
がある。秋の七草（萩、尾花、葛、撫子、女郎花、藤袴、桔梗）や吾亦
紅などで、いずれも優しく、細く、弱々しい。「物の哀れは秋こそまされ」
（『徒然草』）と兼好法師はいうが、むべなるかな、と筆者は思うのである。
　宣長は「敷島の大和心を人問はば 朝日に匂う山桜かな」という有名な
歌を残している。武士道の象徴は桜の花であった。彼の美学の基調になっ
ているのは、「あはれ」であり、『万葉集』にも感嘆や畏敬を示す語として
用いられた。しかし、彼は歌の本質は、人間のもっとも深奥な感情の描出
にあると考え、「ますらをぶり」を詩歌の理想に置くことはなかった。む
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しろ、「たをやめぶり」こそ文学の本質と考えたのである。彼は新古今集
調の艶麗ばかりではなく、そこに人間感情がもっとも巧みに表現されてい
ると考えたのである。
　ちなみに歌人・若山牧水は、大正11年の3月下旬に伊豆湯ケ島の湯本館
に滞在して、山桜の歌を23首詠んでいる。下記の歌は、古今の名歌とい
われている。
　　　うすべにに葉はいちはやく萌えいでて咲かむとすなり山桜花
　（上記の加茂真淵と本居宣長についての記述は、ドナルド・キーン著
『日本文学の歴史』8 近世篇2を参照）
付　記［ドナルド・キーン（Donald Keene）氏のこと］
　本稿でも度々参照させていただいた、ドナルド・キーン著『日本文学の
歴史』（全12巻）は、氏のライフワークである。日本文学研究に半生を捧
げたキーン氏が深い愛情を込めて、単独執筆した魅力溢れる日本文学の通
史である。
　第1巻（古代・中世1）の「まえがき」の冒頭で、著者は「外国人が日
本の読者に日本文学史を発表しようとすることは相当の勇気を要する。い
くら日本語ができるとしても、幼時からなじんでいる日本人ほど言葉の音
楽的な魅力を感じとれないだろうし、そのために日本の詩歌を評価する場
合、『調べ』というものを無視して意味しか考えない恐れがある。」と述べ
ている。
　第1巻には、「平城京遷都で花開いた唐風文化」に詳しい記述がある。そ
れ以前には、天皇が変わるたびに遷都があったが、710年に奈良に永続的
な都が築かれた。いわゆる平城京遷都である。今年（2010）は平城京遷
都1300年という節目の年に当たり、おおきなイベントの企画がいくつも
ある模様である。
　一昨年（2008）は、源氏物語千年紀に当たる年であった。具体的に
何をさして千年紀というのか詳らかではないが、紫式部の日記によれば、
寛弘５年11月（西暦1008年）に、一条天皇と中宮彰子の前で、『源氏物
語』を朗読したことが書かれている。ともかく2008年11月には、天皇・
皇后両陛下のご臨席を賜り、「源氏物語国際フォーラム」が京都で開催さ
れた。この国際フォーラムにおけるキーン氏の記念講演は「私の『源氏物
語』」であった。講演の冒頭で、「私が初めて『源氏物語』を知ったのは、
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1940年（昭和15年）、ニューヨークのタイムズ・スクエアにあった本屋
だった。（略）そんなある日、箱入りの二冊の本を見つける。それは『源氏
物語』のアーサー・ウエィリーによる英訳本で、値段は49セント。その
安さに驚きながら、家に持ち帰って読んでみると、そこにはまったく未知
の世界が開けていた。」と語り起こしている。当時、キーン氏は大学生で、
金もなかったので、売れ残った本や掘り出しものを探しまわっていた。
　キーン氏は、外国人として初の文化勲章受章者に選ばれた。講演のあと
で、皇居での受章式を数日後にひかえ、天皇さまは、「もうすこしでまた
お会いできますね」という優しい言葉をキーン氏にかけられた。
　天皇陛下は、おそらくドナルド・キーン著『明治天皇』を熟読なされた
ことであろう。上下巻で1,000ページを超える大著である。高円宮憲仁親
王が崩御された時、この『明治天皇』が親王の棺に納められた。明治天皇
は、明治という激動の時代を指揮し、日本史上もっとも有名で謎の多い天
皇で、われわれ日本人を今日に導いたのはこの偉大な指導者であった。
　　　降る雪や明治は遠くなりにけり　　（草田男）
　昨年（2009）7月11日にドナルド・キーン氏が茶色のボストンバック
ひとつを携行して、新潟駅の駅頭に降り立った。「越後国・柏崎　弘知法
印御伝記」いう説経浄瑠璃の公演（7月11日～12日）が新潟市で開催され
るので、その観劇にやってきたのだ。「弘知法印御伝記」の正本は、元禄
時代に浄瑠璃本として海外に持ち出され、数奇な運命をたどってきた浄瑠
璃である。ゆかりがある新潟県の地元で結成された越後猿八座によって、
300年ぶりに舞台に復活された。
　この物語は、自らの道楽がもとで妻が殺され、二人の息子たちと別れた
放蕩三昧の男が改心して、高野山にのぼり、7年の厳しい修業の後、六根
清浄の大知識（高僧）となり帰郷し、やがて即神仏なるまでの波乱万丈の
物語である。14世紀に即神仏となり、現在も野積の西生寺に安置されて
いる弘知法印がモデルである。
　日本橋で説経浄瑠璃をしていた江戸孫四郎が、年代など大きく変えて物
語にし、貞享2（1685）年ごろに舞台にかけたらしい。近松門左衛門が活
躍する以前の古浄瑠璃は、昔話や英雄、高僧などの物語が多く、あまり知
られていない地方の僧の話は珍しく、貴重な古浄瑠璃であるといえよう。
いうまでのなく、古浄瑠璃は、近松の浄瑠璃ほど文学的な面白さはない、
とキーン氏は話している。
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　この古浄瑠璃は、江戸時代の初めの貞享2年に出版されて上演された
が、7年後の元禄5（1692）年に、ドイツ人医師ケンペルが長崎の出島か
ら幕府の禁を犯して持ち出したようだ。船の積み荷の下に「日本の印刷し
たものや手書きの資料」を隠した、と彼の日記にある。キーン氏によれ
ば、ヨーロッパの古い宮殿や図書館には江戸時代の和本がまだ隠れている
だろう。どうしてかというと、三百数十年前から西洋人が日本を訪ねるこ
とがあり、日本のお土産として持って帰ることが簡単で、あまり高くない
絵入り本を買う習慣があった、という。日本語を読めない人でも面白い絵
を喜んだであろう。日本人は読み捨てたであろう本も、外国では宝物とし
て珍重され、大切に扱われていた。
　日本では『弘知法印御伝記』の原本の残存が確認されておらず、昭和38
（1963）年に当時ケンブリッジ大学で教鞭を執っていた、早稲田大学の
鳥越文蔵氏が大英帝国博物館で正本を発見、翻刻出版した。この浄瑠璃本
は刊行以来、陽の目を見ずに300年という長い間、異国で冬眠についてい
たのだ。それを発見した鳥越氏は、コピーをして持ちかえり、それをキー
ン氏に見せた。2007年1月、キーン氏は、文楽で三味線弾きをやっていた
が、新潟に帰っていた鶴澤淺造氏から「新潟で人形浄瑠璃をやりたい」と
相談されたので、キーン氏は、淺造氏に越後角太夫という芸名を与え、地
縁があって面白いから、とこの古い浄瑠璃の復活を薦めたのである。また
佐渡の文弥人形の人形遣いでもある西橋八郎兵衛氏を始め人形遣い全員の
芸名が鳥越氏により命名された。人形遣いのひとりに、大学でフランス語
を講じる碧い目の女性も含まれていた。座員は一人でひとつの人形を操る。
　浄瑠璃・越後角太夫氏の三味線弾き語りの名調子に合わせて、女に化け
た魔王、天狗、クマ、オオカミ、クチナワ（大蛇）などが舞台狭しと、空
を飛んだり、走ったり、はたまた人形の首が宙に舞ったりで、エネルギー
の溢れた舞台では、笑いや拍手も起きた。いかなる時代の文学よりも、江
戸文学に笑いの要素が強いというのは、それが明朗闊達で、あけすけな庶
民の文学であるからであろう。どんなにつらく、せつない時でも、彼らは
庶民的なユーモア精神を失うことはなかった。
　「さんざめきながらみたであろう、江戸の人々の姿さえ想像できる素朴
な楽しさがあった。」と由里氏は、見事な切り口で記事をまとめている。こ
の時代にタイムスリップすれば、新発田出身で赤穂義士となった剣豪・堀
部安兵衛が江戸の町を闊歩していたであろう。もしかして舞台にかかった
「弘知法印御伝記」を覗いてみたかもしれない、と思うとロマンを感じざ
るをえない。（H.21年9月10日付『朝日新聞』の由里幸子氏の記事参照）
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　昨年（2009）、64回目の終戦記念日のちょうど一か月前、ドナルド・
キーン著『日本人の戦争―作家の日記を読む』が上梓された。たちまち初
版を売りつくして重版にかかった、と版元の知人から聞いた。筆者も一読
して、キーン氏ならではの切り口とまとめ方には、いつもながら感心する
ばかりであった。現在は、『正岡子規』を鋭意執筆中とのことである。日
本人はどういう風に外国の知識を自分のものにして、日本の文化をより豊
かにしてきたかというのが氏の執筆の動機であるという。
　朝日のインタビュー記事によれば、「87歳でなお、コロンビア大学で教
壇に立っています。失礼ですが、老いということを感じることはないで
すか。」という問いに対して、キーン氏は、「ありません。私は自分のこと
を、まだ未熟だと思っています。」と答えている。
　日本文学研究家として、絢爛たる業績を誇りながら、学者としてまだ未
完成であるという意識が、氏をあそこまで駆り立てるのか、と思い半ばに
過ぐものがある。（『朝日新聞』2009.9.30）
　今年は、平城京遷都1300年を記念して、メモリアル・レクチヤーのオ
ファーやらその他の大学などでの記念講演の依頼などの打診があると聞く
が、キーン氏も今年で88歳になられるからして、できるだけ講演などは
控え目にして、書斎にひき籠り『正岡子規』などの著作に専念していただ
きたい、と私的には願っているしだいである。
　そもそも江戸時代の俳諧もはじめは滑稽を看板にして出発した。その俳
諧の落とし子ともいえる川柳は、庶民的で風刺とユーモアに富んだ民衆詩
といえよう。本稿では、江戸時代の俳人たち、特に芭蕉、蕪村、それに一
茶の俳諧に関しては、『日本文学の歴史』などで、ドナルド・キーン氏か
らの学恩を受けたことを特筆して、感謝の意を表したい。
